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証
券
税
制
の
改
正
に
関
す
る
知
識
と
家
計
の
株
式
・
投
信
保
有

山　

田　

直　

夫

一
、
は
じ
め
に

　

本
稿
の
目
的
は
、
証
券
税
制
の
改
正
に
関
す
る
知
識
と

家
計
の
資
産
保
有
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ

る⑴

。
よ
り
具
体
的
に
は
、
二
〇
〇
三
年
一
月
か
ら
証
券
税

制
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
家

計
の
株
式
保
有
や
投
資
信
託
保
有
の
関
係
に
つ
い
て
検
証

す
る
。
分
析
に
用
い
る
デ
ー
タ
は
、
株
式
会
社
日
経
リ

サ
ー
チ
の
金
融
総
合
定
点
調
査
「
金
融
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｒ
」

（
以
下
、
金
融
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｒ
）
の
二
〇
〇
二
年
の
デ
ー
タ

で
あ
る
。

　

わ
が
国
で
は
、
証
券
税
制
改
革
が
家
計
の
資
産
保
有
に

与
え
る
影
響
に
つ
い
て
の
研
究
は
い
く
つ
か
蓄
積
が
あ
る

（
井
上
・
上
條
（
二
〇
一
一
）、
井
上
・
上
條
（
二
〇
一

二
）、
大
野
・
林
田
（
二
〇
一
二
）
な
ど
）。
ま
た
、
金
融

Ｒ
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｒ
を
用
い
た
家
計
の
資
産
選
択
に
関
す
る
研
究

も
蓄
積
さ
れ
て
い
る
（
祝
迫
（
二
〇
一
二
）、
祝
迫
・
小

野
・
齋
藤
・
徳
田
（
二
〇
一
五
）、
上
坂
（
二
〇
一
七
）

な
ど
）⑵

。
し
か
し
、
証
券
税
制
改
正
の
知
識
と
い
う
観
点

か
ら
家
計
の
資
産
保
有
に
つ
い
て
分
析
し
た
も
の
は
筆
者

の
知
る
限
り
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
デ
ー
タ
が
若
干
古
い
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が
本
稿
の
分
析
に
は
一
定
の
意
義
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ

う
。

　

本
稿
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
次
の
二
節
で

は
デ
ー
タ
の
概
要
を
説
明
し
、
当
時
の
家
計
の
資
産
保
有

の
実
態
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
そ
し
て
三
節
で
は
簡
単
な

実
証
分
析
を
行
う
。
最
後
の
四
節
で
は
本
稿
の
議
論
を
ま

と
め
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

二
、
家
計
の
資
産
保
有
の
概
要

⑴
　
デ
ー
タ
の
概
要

　

本
稿
の
分
析
で
用
い
た
デ
ー
タ
は
、
先
述
の
と
お
り
株

式
会
社
日
経
リ
サ
ー
チ
の
金
融
総
合
定
点
調
査
「
金
融
Ｒ

Ａ
Ｄ
Ａ
Ｒ
」
の
二
〇
〇
二
年
の
デ
ー
タ
で
あ
る
。
金
融
Ｒ

Ａ
Ｄ
Ａ
Ｒ
は
貯
蓄
・
投
資
商
品
の
取
引
残
高
だ
け
で
な

く
、
不
動
産
の
時
価
評
価
額
や
住
宅
ロ
ー
ン
の
残
高
と

い
っ
た
実
物
資
産
に
関
す
る
項
目
に
つ
い
て
も
調
査
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
金
融
機
関
や
貯
蓄
・
投
資
商
品
に
対
す

る
考
え
方
や
制
度
に
関
す
る
知
識
の
有
無
に
つ
い
て
も
聴

取
し
て
い
る
。
金
融
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｒ
の
調
査
地
域
は
全
国
で

は
な
く
、
東
京
駅
を
中
心
と
す
る
首
都
圏
四
〇
㎞
圏
で
あ

る
。
調
査
対
象
者
は
調
査
地
域
に
居
住
す
る
二
五
歳
か
ら

七
四
歳
の
個
人
で
あ
る
。
な
お
、
対
象
者
が
有
配
偶
者

で
、
し
か
も
本
人
が
世
帯
の
貯
蓄
・
投
資
、
借
入
の
決
定

に
関
与
し
て
い
な
い
場
合
は
、
配
偶
者
に
回
答
を
依
頼
し

て
い
る
。
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
の
サ
ン
プ
ル
数
は
二
八
九
三
で

あ
る
が
、
欠
損
値
を
含
む
サ
ン
プ
ル
も
あ
る
た
め
、
分
析

で
は
必
要
に
応
じ
て
サ
ン
プ
ル
の
絞
り
込
み
を
行
っ
て
い

る
。

　

金
融
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｒ
で
は
貯
蓄
・
投
資
商
品
の
取
引
残
高

な
ど
に
つ
い
て
は
、「
一
〇
〇
万
～
二
〇
〇
万
円
未
満
」

と
い
っ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
選
択
す
る
形
で
調
査
を
行
っ
て

い
る
。
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
で
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
値
を
数
量
値
に

変
換
し
た
デ
ー
タ
も
提
供
さ
れ
て
い
る
が
、
変
換
に
あ
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た
っ
て
は
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
中
央
値
を
与
え
る
と
い
う
方

法
が
採
ら
れ
て
い
る
（
し
た
が
っ
て
、「
一
〇
〇
万
～
二

〇
〇
万
円
未
満
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
場
合
は
一
五
〇

万
円
）。
ま
た
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
番
号
最
小
の
も
の
に
は
〇

と
閾
値
の
最
大
値
と
の
中
央
値⑶

、
カ
テ
ゴ
リ
ー
番
号
最
大

の
も
の
に
は
閾
値
の
最
小
値
を
与
え
て
い
る⑷

。
さ
ら
に
単

位
は
一
〇
万
円
で
あ
る
た
め
、
中
央
値
に
万
円
の
位
が
発

生
す
る
場
合
は
四
捨
五
入
し
て
い
る
。
な
お
、
現
在
居
住

し
て
い
る
土
地
の
時
価
評
価
額
と
住
宅
ロ
ー
ン
残
高
は
一

〇
〇
万
円
単
位
で
聴
取
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
金
額

の
デ
ー
タ
は
正
確
な
金
額
で
は
な
い
。

　

本
稿
で
注
目
し
て
い
る
証
券
税
制
に
関
し
て
は
、「
あ

な
た
は
来
年
一
月
か
ら
証
券
税
制
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と

を
ご
存
知
で
し
た
か
（
一
つ
だ
け
）。」
と
い
う
、
二
〇
〇

三
年
一
月
か
ら
の
証
券
税
制
の
変
更
に
関
す
る
知
識
を
問

う
質
問
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
質
問
に
対
し
て
「
一
、
変

更
の
内
容
ま
で
知
っ
て
い
る
」、「
二
、
税
制
が
変
わ
る
と

い
う
こ
と
だ
け
は
知
っ
て
い
る
」、「
三
、
知
ら
な
い
」
と

い
う
三
つ
の
選
択
肢
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の

質
問
に
一
、
あ
る
い
は
二
、
と
回
答
し
た
個
人
に
対
し
て

は
、
さ
ら
に
特
定
口
座
を
開
設
す
れ
ば
確
定
申
告
不
要
制

度
を
利
用
で
き
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
特
定

口
座
を
開
設
し
た
か
（
し
た
い
か
）
ど
う
か
、
証
券
税
制

変
更
に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
聴
取
し
て
い
る
。

　

周
知
の
よ
う
に
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
「
貯
蓄

か
ら
投
資
へ
」
と
い
う
政
策
的
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
証

券
税
制
の
改
革
が
頻
繁
に
行
わ
れ
、
二
〇
〇
三
年
一
月
か

ら
上
場
株
式
等
の
譲
渡
所
得
等
に
対
し
て
時
限
的
に
一

〇
％
（
所
得
税
七
％
、
住
民
税
三
％
）
の
軽
減
税
率
が
適

用
さ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
改
正
は
二
〇
〇

三
年
度
税
制
改
正
の
内
容
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
ア
ン

ケ
ー
ト
は
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
行

わ
れ
て
い
る
の
で
、
回
答
者
は
こ
の
軽
減
税
率
に
つ
い
て

回
答
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
点
に
留
意
が
必
要
で
あ
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る
。
軽
減
税
率
以
外
の
二
〇
〇
三
年
一
月
か
ら
の
変
更
を

ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
た
だ
し
、
④
は
二
〇

〇
三
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
廃
止
さ
れ
て
い
る
。

　

①�　

株
式
等
の
譲
渡
益
に
対
す
る
源
泉
分
離
課
税
を
廃

止
す
る
こ
と

　

②�　

上
場
株
式
等
の
譲
渡
益
に
対
す
る
申
告
分
離
課
税

の
税
率
を
二
六
％
（
所
得
税
二
〇
％
、
住
民
税

六
％
）
か
ら
二
〇
％
（
所
得
税
一
五
％
、
住
民
税

五
％
）
へ
引
き
下
げ
る
こ
と

　

③�　

上
場
株
式
等
の
譲
渡
に
よ
り
生
じ
た
損
失
に
対
し

て
繰
越
控
除
制
度
を
導
入
す
る
こ
と

　

④�　

長
期
（
一
年
超
）
保
有
上
場
株
式
等
に
対
し
て
二

〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
ま
で
の
間
に
譲
渡
し
た

場
合
の
税
率
が
一
〇
％
（
所
得
税
七
％
、
住
民
税

三
％
）
に
な
る
こ
と

　

⑤�　

二
〇
〇
一
年
九
月
三
〇
日
以
前
に
取
得
し
た
上
場

株
式
等
を
二
〇
〇
三
年
一
月
か
ら
二
〇
一
〇
年
一
二

月
末
ま
で
に
譲
渡
す
る
場
合
の
取
得
費
の
額
を
、
実

際
の
取
得
費
と
の
選
択
に
よ
り
二
〇
〇
一
年
一
〇
月

一
日
に
お
け
る
終
値
の
八
〇
％
相
当
額
と
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
る
こ
と

　

⑥�　

特
定
口
座
の
導
入
と
そ
れ
に
伴
い
上
場
株
式
等
の

譲
渡
に
よ
る
所
得
に
つ
い
て
申
告
不
要
制
度
を
選
択

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
こ
と

⑵
　
家
計
の
資
産
保
有
の
実
態

　

図
表
１
は
家
計
の
資
産
保
有
の
実
態
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
。
金
融
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｒ
で
は
、「
普
通
預
金
」、「
通
常

郵
便
貯
金
」、「
定
額
貯
金
・
定
期
貯
金
」、「
定
期
預
金
・

大
口
定
期
預
金
」、「
貯
蓄
預
金
・
貯
蓄
貯
金
」、「
ビ
ッ

グ
」、「
信
託
貯
蓄
（
ビ
ッ
グ
を
除
く
）」、「
各
種
債
券
」、

「
Ｍ
Ｍ
Ｆ
・
Ｍ
Ｒ
Ｆ
・
中
期
国
債
フ
ァ
ン
ド
」、「
外
貨
預

金
」、「
抵
当
証
券
・
商
品
フ
ァ
ン
ド
等
」、「
社
内
預
金
・
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財
形
貯
蓄
・
ミ
リ
オ
ン
」
の
残
高
、
お
よ
び
「
株
式
」
と

「
投
資
信
託
」
の
時
価
総
額
を
尋
ね
る
項
目
が
あ
り
、
そ

の
後
に
そ
れ
ら
の
合
計
で
あ
る
「
貯
蓄
・
投
資
総
額
」
を

尋
ね
る
項
目
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
貯
蓄
・
投
資
総
額
」

を
グ
ロ
ス
金
融
資
産
額
と
し
て
い
る
。
グ
ロ
ス
金
融
資
産

額
の
サ
ン
プ
ル
数
が
二
六
八
六
と
総
サ
ン
プ
ル
数
（
二
八

九
三
）
よ
り
少
な
い
の
は
、
分
析
に
必
要
な
デ
ー
タ
に
つ

い
て
欠
損
値
が
あ
る
サ
ン
プ
ル
を
除
き
、
さ
ら
に
「
貯

蓄
・
投
資
総
額
」
と
各
金
融
資
産
額
の
合
計
と
の
か
い
離

が
大
き
い
両
端
一
％
ず
つ
の
サ
ン
プ
ル
を
や
や
恣
意
的
で

は
あ
る
が
外
れ
値
と
捉
え
て
除
外
し
た
た
め
で
あ
る
。
図

表
１
よ
り
グ
ロ
ス
金
融
資
産
額
の
平
均
は
九
一
四
万
円

で
、
中
央
値
が
四
五
〇
万
円
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

の
グ
ロ
ス
金
融
資
産
額
に
実
物
資
産
の
額
を
加
え
た
も
の

を
グ
ロ
ス
資
産
額
と
し
た
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
現
在
居

住
し
て
い
る
土
地
の
時
価
評
価
額
を
加
え
て
い
る
。
土
地

の
時
価
評
価
額
が
欠
損
値
と
な
っ
て
い
る
サ
ン
プ
ル
は
除

図表１　家計の保有資産額 単位：10万円
グロス金融資産 グロス資産 ネット金融資産 ネット資産

平均 91.4 263.4 30.1 203.8

標準偏差 132.8 365.8 192.9 365.8

中央値 45 135 25 65

最頻値 25 1 1 1

最小 1 1 －1,692 －965

最大 1,000 6,135 1,000 6,135

サンプル数 2,686 2,277 2,597 2,229
〔出所〕　金融RADARより筆者作成
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い
て
い
る
の
で
、
サ
ン
プ
ル
数
は
二
二
七
七
と
よ
り
少
な

く
な
っ
て
い
る
。
平
均
は
二
六
三
四
万
円
で
中
央
値
は
一

三
五
〇
万
円
で
あ
る
。
グ
ロ
ス
資
産
額
の
最
頻
値
と
最
小

値
が
と
も
に
一
〇
万
円
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
居
住

用
不
動
産
を
保
有
せ
ず
グ
ロ
ス
金
融
資
産
額
が
一
〇
万
円

で
あ
る
個
人
、
つ
ま
り
金
融
資
産
額
に
つ
い
て
カ
テ
ゴ

リ
ー
番
号
が
最
小
の
「
二
〇
万
円
未
満
」
と
回
答
し
た
個

人
が
多
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
グ
ロ
ス
金
融
資
産

額
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
残
高
を
差
し
引
い
た
も
の
を
ネ
ッ
ト

金
融
資
産
額
と
し
た
。
住
宅
ロ
ー
ン
残
高
が
欠
損
値
と

な
っ
て
い
る
サ
ン
プ
ル
は
除
い
て
、
サ
ン
プ
ル
数
は
二
五

九
七
に
な
っ
て
い
る
。
平
均
は
三
〇
一
万
円
で
中
央
値
は

二
五
〇
万
円
で
あ
る
。
最
後
に
グ
ロ
ス
資
産
額
か
ら
住
宅

ロ
ー
ン
残
高
を
差
し
引
い
た
も
の
を
ネ
ッ
ト
資
産
額
と
し

た
。
現
在
居
住
し
て
い
る
土
地
の
時
価
評
価
額
と
住
宅

ロ
ー
ン
残
高
が
欠
損
値
と
な
っ
て
い
る
サ
ン
プ
ル
は
除
い

て
、
サ
ン
プ
ル
数
は
最
も
少
な
い
二
二
二
九
に
な
っ
て
い

図表２　家計の不動産、住宅ローン保有 単位：10万円
現在居住している
土地の時価評価額

住宅ローンの残高

全体（平均） 186.4 61.6

保有世帯（平均） 387.5 206.8

保有率（％） 55.7 31.8
〔出所〕　金融RADARより筆者作成
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る
。
そ
の
平
均
は
二
〇
三
八
万
円
で
中
央
値
は
六
五
〇
万

円
で
あ
る
。
図
表
１
か
ら
全
て
の
資
産
に
つ
い
て
平
均
が

中
央
値
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

図
表
２
は
家
計
の
不
動
産
保
有
と
住
宅
ロ
ー
ン
の
実
態

を
表
し
て
い
る
。
現
在
居
住
し
て
い
る
土
地
の
時
価
評
価

額
の
平
均
は
一
八
六
四
万
円
で
、
保
有
世
帯
の
み
に
限
定

す
る
と
平
均
は
三
八
七
五
万
円
に
な
る
。
保
有
率
は
五

五
・
七
％
で
、
半
分
以
上
の
個
人
が
保
有
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
住
宅
ロ
ー
ン
残
高
の
平
均
は
六
一
六
万
円
で
、

同
様
に
保
有
世
帯
の
み
に
限
定
す
る
と
二
〇
六
八
万
円
に

な
る
。
ま
た
、
保
有
率
は
三
一
・
八
％
に
な
っ
て
い
る
。

　

図
表
３
は
家
計
の
資
産
保
有
を
年
齢
階
層
別
に
み
た
も

の
で
あ
る
。
グ
ロ
ス
金
融
資
産
、
グ
ロ
ス
資
産
と
も
に
最

も
少
な
い
の
は
三
〇
歳
未
満
の
個
人
で
、
年
齢
が
上
が
る

に
つ
れ
て
額
が
増
え
て
い
く
こ
と
が
わ
か
る
。
株
式
の
保

有
状
況
を
み
る
と
、
全
体
の
保
有
割
合
は
二
四
・
七
％

で
、
最
も
保
有
割
合
が
高
い
の
が
六
〇
歳
～
六
九
歳
の
三

図表３　家計の資産保有（年齢階層別） 単位：10万円
グロス金融資産 グロス資産 株式 投資信託

サンプル数 平均 サンプル数 平均 サンプル数 保有率（％）サンプル数 保有率（％）

30歳未満 344 28.3 318 62.2 21 5.9 11 3.1

30～39歳 655 47.7 583 131.0 115 17.0 29 4.3

40～49歳 583 74.1 489 232.8 151 24.9 43 7.1

50～59歳 529 122.1 434 381.3 201 34.2 52 8.9

60～69歳 444 162.0 353 494.0 183 35.5 62 12.0

70歳以上 131 189.1 100 499.1 44 28.9 17 11.3

全体 2,686 91.4 2,277 263.4 715 24.7 214 7.4

〔出所〕　金融RADARより筆者作成
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五
・
五
％
で
、
次
い
で
五
〇
～
五
九
歳
の
三
四
・
二
％
、

七
〇
歳
以
上
の
二
八
・
九
％
と
な
っ
て
い
る
。
投
資
信
託

の
保
有
状
況
は
、
全
体
の
保
有
割
合
は
七
・
四
％
で
、
最

も
保
有
割
合
が
高
い
の
が
六
〇
歳
～
六
九
歳
の
一
二
・

〇
％
で
、
次
い
で
七
〇
歳
以
上
の
一
一
・
三
％
、
五
〇
～

五
九
歳
の
八
・
九
％
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
株
式
や
投

資
信
託
の
保
有
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
現
時
点
で
保

有
し
て
い
る
か
ど
う
か
な
の
で
、
保
有
し
て
い
な
い
と
回

答
し
た
個
人
に
投
資
経
験
が
な
い
と
は
限
ら
な
い
こ
と
に

留
意
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

図
表
４
は
家
計
の
不
動
産
保
有
に
つ
い
て
年
齢
階
層
別

に
み
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
居
住
し
て
い
る
土
地
の
時
価

評
価
額
が
最
も
高
い
の
は
六
〇
歳
～
六
九
歳
の
三
四
八
六

万
円
で
、
最
も
低
い
の
は
三
〇
歳
未
満
の
三
四
九
万
円
で

あ
っ
た
。
保
有
者
だ
け
に
限
定
し
て
み
る
と
、
六
〇
歳
～

六
九
歳
が
四
六
〇
三
万
円
と
最
も
高
く
、
次
い
で
三
〇
歳

未
満
の
四
〇
六
四
万
円
、
五
〇
～
五
九
歳
の
四
〇
六
三
万

図表４　家計の不動産保有（年齢階層別） 単位：10万円
現在居住している土地の

時価評価額
現在居住している土地の

時価評価額（保有者） 保有率（％）
サンプル数 平均 サンプル数 平均

30歳未満 326 34.9 28 406.4 8.6

30～39歳 599 82.3 165 298.7 27.5

40～49歳 506 158.7 248 323.8 49.0

50～59歳 480 282.8 334 406.3 69.6

60～69歳 408 348.6 309 460.3 75.7

70歳以上 118 298.6 88 400.5 74.6

全体 2,437 186.4 1,172 387.5 55.7
〔出所〕　金融RADARより筆者作成
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円
と
な
っ
て
お
り
、
わ
ず
か
な
差
で
は
あ
る
が
三
〇
歳
未

満
が
二
番
目
に
高
い
水
準
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
保
有

率
が
最
も
高
い
の
は
六
〇
歳
～
六
九
歳
の
七
五
・
七
％
で

あ
る
。

　

図
表
５
は
住
宅
ロ
ー
ン
残
高
に
つ
い
て
年
齢
階
層
別
に

み
た
も
の
で
あ
る
。
最
も
多
い
の
が
四
〇
～
四
九
歳
の
一

一
一
七
万
円
で
保
有
率
も
最
も
高
く
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
保
有
者
の
み
に
限
定
し
て
み
る
と
、
最
も
高
い
の
は

三
〇
～
三
九
歳
（
二
三
二
八
万
円
）
で
、
次
い
で
わ
ず
か

な
差
で
三
〇
歳
未
満
（
二
三
二
四
万
円
）、
そ
し
て
四
〇

～
四
九
歳
（
二
二
二
七
万
円
）
と
い
う
順
に
な
っ
て
い

る
。

　

図
表
６
は
証
券
税
制
の
改
正
に
関
す
る
知
識
に
つ
い
て

の
回
答
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
一
、
あ
る
い
は
二
、

と
回
答
し
た
個
人
は
証
券
税
制
の
改
正
に
関
す
る
知
識
が

あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
割
合
は
三
九
・

四
％
で
あ
っ
た
。
年
齢
階
層
別
に
み
る
と
高
齢
に
な
る
ほ

図表５　家計の住宅ローン（年齢階層別） 単位：10万円
住宅ローン 住宅ローン（保有者）

保有率（％）
サンプル数 平均 サンプル数 平均

30歳未満 339 17.1 25 232.4 7.4

30～39歳 648 76.5 213 232.8 32.9

40～49歳 578 111.7 287 222.7 49.7

50～59歳 570 60.5 214 161.1 37.5

60～69歳 507 31.0 80 196.8 15.8

70歳以上 149 11.0 9 182.2 6.0

全体 2,791 61.6 831 206.8 31.8
〔出所〕　金融RADARより筆者作成
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図表６　証券税制の改正に関する知識 単位：％
1．変更の内容まで

知っている
2．税制が変わると

いうことだけは
知っている

3．知らない

全体 6.8 32.6 60.6

30歳未満 4.0 21.8 74.2

30～39歳 6.4 31.4 62.3

40～49歳 6.9 32.3 60.7

50～59歳 7.5 37.4 55.1

60～69歳 7.9 36.8 55.2

70歳以上 7.9 31.1 60.9

グロス金融資産：
300万円未満 5.7 31.1 63.1

300万～600万円未満 15.2 49.7 35.2

600万円～1000万円未満 21.9 47.9 30.1

1000万円以上 27.3 45.5 27.3

株式保有者 21.0 53.6 25.5

株式非保有者 2.1 25.7 72.2

投資信託保有者 27.6 55.1 17.3

投資信託非保有者 5.1 30.7 64.2
（注）　四捨五入のため合計が100にならない場合がある
〔出所〕　金融RADARより筆者作成
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ど
一
、
と
回
答
す
る
個
人
の
割
合
が
高
く
な
る
傾
向
が
み

ら
れ
る
が
、
一
、
と
二
、
を
合
わ
せ
た
割
合
が
最
も
高
い

の
は
五
〇
～
五
九
歳
の
四
四
・
九
％
で
あ
る
。
グ
ロ
ス
金

融
資
産
別
で
み
る
と
、
額
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
一
、
と
回

答
す
る
個
人
の
割
合
が
増
加
し
、
一
、
と
二
、
を
合
わ
せ

た
回
答
に
つ
い
て
も
同
様
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、

株
式
や
投
資
信
託
の
保
有
別
に
み
る
と
、
株
式
や
投
資
信

託
を
保
有
し
て
い
な
い
個
人
よ
り
も
保
有
し
て
い
る
個
人

の
方
が
一
、
と
回
答
す
る
割
合
が
多
く
、
一
、
と
二
、
を

合
わ
せ
た
回
答
に
つ
い
て
も
同
様
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

三
、
分
析
方
法
と
推
計
結
果

⑴
　
分
析
方
法

　

こ
こ
で
は
二
〇
〇
二
年
の
金
融
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｒ
の
デ
ー
タ

を
用
い
て
、
証
券
税
制
の
改
正
に
関
す
る
知
識
の
有
無
と

株
式
の
保
有
あ
る
い
は
投
資
信
託
の
保
有
の
関
係
に
つ
い

て
簡
単
に
検
証
す
る
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
株
式
の
保
有

の
有
無
、
投
資
信
託
の
保
有
の
有
無
に
関
す
る
ロ
ジ
ッ
ト

モ
デ
ル
を
推
計
し
た
。
被
説
明
変
数
は
株
式
を
保
有
し
て

い
る
場
合
に
一
を
と
り
、
保
有
し
て
い
な
い
場
合
に
〇
を

と
る
変
数
、
お
よ
び
投
資
信
託
を
保
有
し
て
い
る
場
合
に

一
を
と
り
、
保
有
し
て
い
な
い
場
合
に
〇
を
と
る
変
数
で

あ
る
。

　

説
明
変
数
は
、
証
券
税
制
改
正
の
知
識
の
有
無
、
年

齢
、
年
収
、
資
産
で
あ
る
。
証
券
税
制
改
正
の
知
識
の
有

無
に
つ
い
て
は
、「
あ
な
た
は
来
年
一
月
か
ら
証
券
税
制

が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
た
か
（
一
つ
だ

け
）。」
と
い
う
質
問
に
、「
一
、
変
更
の
内
容
ま
で
知
っ

て
い
る
」、
あ
る
い
は
「
二
、
税
制
が
変
わ
る
と
い
う
こ

と
だ
け
は
知
っ
て
い
る
」
と
回
答
し
た
個
人
を
知
識
が
あ

る
、「
三
、
知
ら
な
い
」
と
回
答
し
た
個
人
を
知
識
が
な

い
と
捉
え
た
。
そ
し
て
一
、
お
よ
び
二
、
と
回
答
し
た
場

合
に
一
を
と
り
、
三
、
と
回
答
し
た
場
合
に
〇
を
と
る
変
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数
を
用
い
た
。
ま
た
資
産
に
つ
い
て
は
、
グ
ロ
ス
金
融
資

産
の
ほ
か
、
実
物
資
産
の
影
響
も
み
る
た
め
グ
ロ
ス
資
産

を
用
い
た
分
析
も
行
っ
た
。
さ
ら
に
負
債
が
株
式
や
投
資

信
託
の
保
有
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
も
考
慮
し
て
ネ
ッ

ト
金
融
資
産
と
ネ
ッ
ト
資
産
を
用
い
た
分
析
も
行
っ
て
い

る
。

　

分
析
に
あ
た
っ
て
は
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
か
ら
欠
損
値
を
除

い
た
の
で
、
サ
ン
プ
ル
数
は
図
表
１
に
示
し
た
と
お
り

で
、
最
も
多
い
の
が
グ
ロ
ス
金
融
資
産
を
用
い
た
分
析
の

二
六
八
六
で
あ
る
。
ま
た
、
グ
ロ
ス
金
融
資
産
を
用
い
た

分
析
に
用
い
た
デ
ー
タ
の
記
述
統
計
量
を
図
表
７
に
示
し

た
。

⑵
　
推
計
結
果

　

図
表
８
は
株
式
の
保
有
に
つ
い
て
の
推
計
結
果
を
示
し

た
も
の
で
あ
る
。
説
明
変
数
は
全
て
一
％
水
準
で
有
意
で

あ
る
。
こ
の
分
析
は
理
論
モ
デ
ル
に
基
づ
い
て
推
計
し
て

図表７　記述統計量（グロス金融資産を用いた分析）
平均 標準偏差 中央値 最小 最大 標本数

株式保有 0.24 0.43 0 0 1 2,686

投信保有 0.07 0.25 0 0 1 2,686

年齢 46.32 13.56 45 22 75 2,686

年収 64.09 43.44 55 5 500 2,686

グロス金融資産 91.39 132.77 45 1 1,000 2,686

証券税制改正の知識 0.39 0.49 0 0 1 2,686
〔出所〕　金融RADARより筆者作成
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い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
証
券
税
制
の
改
正
に
関
す
る
知

識
に
つ
い
て
は
、
係
数
は
プ
ラ
ス
で
有
意
と
い
う
結
果
で

あ
っ
た
。
ま
た
図
表
９
は
投
資
信
託
の
保
有
に
つ
い
て
の

推
計
結
果
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
グ
ロ
ス
金
融
資
産
を

用
い
た
分
析
で
は
年
齢
が
有
意
で
な
い
な
ど
、
資
産
の
種

類
に
よ
っ
て
若
干
の
違
い
が
あ
る
が
、
証
券
税
制
の
改
正

に
関
す
る
知
識
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
係
数
は
プ
ラ
ス

で
有
意
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。
証
券
税
制
の
改
正
に
関

す
る
知
識
を
持
つ
個
人
が
株
式
や
投
資
信
託
を
保
有
す
る

傾
向
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
と
い
え
よ
う
。

四
、
お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
証
券
税
制
の
改
正
に
関
す
る
知
識
に
注
目

し
、
わ
が
国
の
家
計
の
資
産
保
有
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ

た
。
具
体
的
に
は
、
株
式
の
保
有
の
有
無
、
投
資
信
託
の

保
有
の
有
無
を
被
説
明
変
数
と
す
る
ロ
ジ
ッ
ト
モ
デ
ル
を

図表8　株式保有の分析結果
定数項 －4.3482＊＊＊ －4.729＊＊＊ －4.4550＊＊＊ －4.6215＊＊＊

（0.2496） （0.2744） （0.2505） （0.2778）

証券税制改正の知識 1.8603＊＊＊ 1.9040＊＊＊ 1.8945＊＊＊ 1.8942＊＊＊

（0.1096） （0.1181） （0.1098） （0.1189）

年齢 0.0262＊＊＊ 0.3649＊＊＊ 0.0312＊＊＊ 0.0345＊＊＊

（0.0044） （0.0049） （0.0043） （0.0050）

年収 0.0088＊＊＊ 0.0094＊＊＊ 0.0111＊＊＊ 0.0101＊＊＊

（0.0012） （0.0013） （0.0012） （0.0013）

グロス金融資産 0.0035＊＊＊

（0.0004）

グロス資産 0.0365＊＊＊

（0.0049）

ネット金融資産 0.0018＊＊＊

（0.0003）

ネット資産 0.0345＊＊＊

（0.0050）

McFadden R2 0.2411 0.2334 0.2283 0.2325

対数尤度 －1,120.193 －969.121 －1,112.176 －954.951
サンプル数 2,686 2,277 2,597 2,229
（注）　�上段の値は係数、カッコ内は標準誤差で、＊＊＊、＊＊、＊は１％、５％、10％水準で有意である

ことを表す。
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推
計
し
た
。
そ
し
て
、
証
券
税
制
の
改
正
に
関
す
る
知
識

を
持
つ
個
人
が
株
式
や
投
資
信
託
を
保
有
す
る
傾
向
が
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

最
後
に
本
稿
に
残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

ま
ず
、
本
稿
は
理
論
モ
デ
ル
を
実
証
し
た
も
の
で
は
な

く
、
単
に
証
券
税
制
の
改
正
に
関
す
る
知
識
と
家
計
の
資

産
保
有
の
関
係
を
調
べ
た
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
ロ
ジ
ッ

ト
モ
デ
ル
の
推
計
で
明
ら
か
に
し
た
の
は
係
数
の
み
で
限

界
効
果
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
分
析
の
精
緻
化
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
証
券

税
制
の
改
正
に
関
す
る
知
識
は
金
融
に
関
す
る
知
識
の
代

理
変
数
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
そ
の
点
に

つ
い
て
も
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（
注
）

⑴　

本
稿
は
、
山
田
（
二
〇
一
八
）
を
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

⑵�　

金
融
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｒ
以
外
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
用
い
た
分
析
と
し

図表９　投資信託保有の分析結果

定数項 －5.0919＊＊＊ －5.577＊＊＊ －5.0874＊＊＊ －5.436＊＊＊

（0.3962） （0.4256） （0.3943） （0.4294）

証券税制改正の知識 1.8745＊＊＊ 1.9378＊＊＊ 1.8980＊＊＊ 1.9172＊＊＊

（0.2019） （0.2161） （0.2011） （0.2162）

年齢 0.0109 0.0246＊＊＊ 0.0135＊＊ 0.223＊＊＊

（0.0070） （0.0075） （0.0068） （0.0076）

年収 0.0047＊＊＊ 0.0065＊＊＊ 0.0070＊＊＊ 0.0066＊＊＊

（0.0015） （0.0016） （0.0015） （0.0016）

グロス金融資産 0.0035＊＊＊

（0.0005）

グロス資産 0.0004＊＊

（0.0002）

ネット金融資産 0.0024＊＊＊

（0.0004）

ネット資産 0.0005＊＊

（0.0076）
McFadden R2 0.1958 0.1617 0.1825 0.1595
対数尤度 －543.646 －491.943 －543.139 －485.926
サンプル数 2,686 2,277 2,597 2,229
（注）　�上段の値は係数、カッコ内は標準誤差で、＊＊＊、＊＊、＊は１％、５％、10％水準で有意である

ことを表す。
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証券税制の改正に関する知識と家計の株式・投信保有

て
、
土
村
・
吉
田
（
二
〇
一
三
）、
竹
田
（
二
〇
一
五
）
な
ど
が
あ

る
。

⑶　

例
え
ば
「
二
〇
万
円
未
満
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
場
合
、
数
量

値
は
一
〇
万
円
に
な
る
。

⑷　

例
え
ば
「
一
億
円
以
上
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
場
合
、
数
量
値

は
一
億
円
に
な
る
。
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